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澱 硬膜菌による腺癌の場合と違って以上の如き貯法によっても治癒 し得 るものであるが ､ 蛋洞門睦の
清浄化が行われぬ関係上､ 峯洞の病理学的完全治癒に長期間を要する事は容易に理解し得る処であっ
て､基洞が大きけれぼ大きい程その完全治癒は困難 とな り､ 仮令術後の臨床的経過が憶訴な場 合でも
長期に亘って一抹の不安が残 るのである〇 これに戻し肺切除術では斯る不安はないが､本法は周知の
棟に適腔範囲が狭 く､ 又外科的肺虚脱貯法後の遺残基洞に向って行 う場 合には扱術的に困難な割合に
成績が良好ではない｡ そこで肺盛況貯法のみでは完全治癒が困難な宜犬茎洞で肺切除術の適歴となら
ぬ ものに対 しては Monaldi氏室洞吸引療法や茎洞切開術を行 う事が考えられる｡ 茎洞切開術は17世
紀乗の Heldbrom の報告に始まり､肺虚脱貯法に-先立って語学者によって試 られたものであるが ､そ




その後の成績を昭和21年5月､ 日本外科学会第45回総会に報告した｡その際､東大の 卜部博士か らも峯
洞切除術 と名付け､ これ と相似た方法が追加されているO それ等の諸経験によって我々は室洞切開術
の準備処置 として必要にして充分な保件は以下の如 くであると考えているO 即ち､
弟一に基洞 内壁が可及的に清輝化せられ ､ 乾草酎生物質が大部分排除 され ､結核菌数が極めて少数と
なっている事.
第二に茎洞及び周囲組棺に張固な防禦壁が形成されている事O




ス トレプ トマイシンその他を併せ使用する事によって 茎洞の療痕性完全治癒を招来せしめ得る可能性
が犬なる事を確信するに至っている｡
斯る考えの下に我々は茎洞切開術に注意 しつ ゝあったが ､ たまたまかつて基洞充塞術を行った22例
の患者中3例に於て基洞切開術を行い､充塞物なる合成樹脂塊 を除去した処､茎洞内が予想外に清浄化
されて居 り､少 くとも肉眼的には乾酪性物質を見ず､ 結核菌数 も極めて少数で､g_洞壁は表面平滑な
肉芽絶頂で被われ､茎洞周囲部にかな りの強固な防禦壁が形成されているのを認め､ 史に茎洞壁の病
理組讃哉学的検索ifZ:よって茎洞壁の著明な療病ン性治滞便.向及び結核結節の結締講哉性被包化を観､ 蛋洞充
遷術によって前述の様な茎洞切開術の準備処置 として 必要にして 充分な諸侯件が備っていろのむ知っ
たのである｡ この際茎洞充塞術によって何故茎洞内が清浄化され るかに就ては2,3の実験結果か ら以
下の棟に考えているo EPIち､茎洞穿刺によって茎洞内に注入した合成樹脂中間重合物か ら発するメチ
-ルメタク1)レ- トガスによる殺菌作用により､ 又中間重合物が重合を途げ固体化した後に於てはそ
の機械的刺戟により､茎洞内壁の清浄化の目的を達 し得たものと考えている｡ 固それ等の実験結果か
らすると､ メチ-ルメタクl)レ- トガスは結核菌に対しbacteriolyticには働かすにbacteriocydalに
飽き､又乾酸性物質に対しては溶解作用を有せぬもの 如ゝ くである｡
以上によって我々は肺結核外科に於て､ 殊に宜犬茎洞の疲癌性治癒を図 り､或いは外科的肺盛況療
法後の違環室洞の癖痕性治癒を招釆せしめる上か ら言って､ 茎洞切開術が極めて重大意義を有する事
を指摘し､蛋洞切開術の準備手術として､長石･辻･莞濃 口が創案した茎洞充電術がMonaldi氏峯洞吸
引療法と共に好適 な療法なる事を提唱する次第である｡
